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（東女医大誌 第36巻 第12号頁639－647昭和41年12月）

〔原 著〕

東京都新宿区内一地区における

小・中学校生徒の血圧調査

東京女子医科大学 三神内科学教室（主任 三神美和教授）
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        1・緒 言

 従来，高血圧症は成人病の重要課題として注目

され，盛んに研究されているが，近年，若年者の

高血圧が聞題にされるようになった．

 若年者の高血圧には，いわゆる本態性高血圧に

進行するものと，腎その他の疾患により二次的に

おこるものがある．それゆえに若年者高血圧は，

成人病対策の上でも一つの重要な事項に数えられ

るに至った．最近は職場検診が血圧測定にまで拡

大され，高血圧の発見にっとめている．

 われわれは，血圧観究の一環として，特に若年

者の高血圧の発見および原疾患を追究する目的

で，本学付近の小・中学校生徒の血圧，尿の検査

を行ない，二，三の知見を得たので報告する．

     1L 対象および測定の方法

 調査対象；東京都新宿区：内の幼稚園，小学校それぞれ

2校と，1中学校で，男子1094名，女子917名の計2011

名である（表1）．

 調査時期；昭和40年10月7日より11月30日までであ
る．

 血圧測定の方法；リバロツチ氏水銀血圧計を用い，小

学3年以下は9cm，4年以上は1？． rm巾のマンシエツトを

     表1 調  査  対  象

被 検 者 数

学轄差別 P・子1女子
幼細
  ：

4才 66 40

5才 60

小

1年6才

2年7才

85

70

63

学

校

中

学
校

3年8才

4年9才
5年10才

6年11才

1年12才

2年13オ

3年14才

68

85

91 70

71 80

91 94

97

150

91

89

139

合 計

174

1094

106

131

917
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表2学年別最高血圧分布（男子）
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1年（6才）
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4
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7

3
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4．7
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31，8

3Q．6

8．2

3．5

2年（7才）
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6

28
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5

1

100．01 70

8．6

40．0

42．9

7．1

1．4

100．0

3年（8才）

実数 ％

1

5

21
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5

2
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1
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3
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97
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中  学  校
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5
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ov

100，0
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1
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5

4
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9
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9

7
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表3学年別最高i血圧分布（女子）
学年
（年令）

血圧
mmHg

幼 稚 園
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実数i％
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3
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12．0

20．9

31．9

17．6

5．5

2．2

100．0

中  学 ’校

1年（12才）

実数％

4

14

28

27

13

3

颪

4．5

15．7

31．5

30．3

14．6

3．4

100．0

2年（13才）

実数％

1

2

32

42

23

6

O．9

1．9
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表4 学 乍 別 ・最 低 1血 圧 分 布（男子）
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用い，10分間安静臥位をとらせたのち，臥位，坐位，立

位の順に．右腕にて測定した．最低血圧としてはスワン

隅隅4点をとった．

 最高血圧140晒Hg，最低血圧90㎜r恕の両方，またはい

ずれか一：方高い場合を高血圧として数日後再検し，下肢

の血圧，心電図，尿を検査し，遺伝関係を調査した．

 尿検査は，糖，タンパクをウリテックスにて，昼間尿

を検査し，陽性者は日時をおいて3回検査し，尿沈渣お

よび扁桃肥大の有無を調査した．

        血．検査成績

 1）性別，学年別最高および最低血圧の分布

 表1，2，3，4，5．図12）
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表6 性別，学年別，最高血圧平均値

男   子

平二三

幼稚園

小

学

校

中

学
校

4オ   98．9 10．9

5才199．39．8
1年6才

2年7オ

3年8才

4年9才
5年10才

6年11才

1年12オ

2年13才

3年14オ

97．7

100．4

105．0

106．5

107．5

110．8

111．1

114．7

10．6

9．1

10．8

10．7

工1。9
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女   子
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112．5
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図1学年別，性別，最高血圧および最低血圧の分布
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 図2 学年別，性別，最高1血圧および最低血圧の分布

 最：高，最：低血圧ともに，その分布は男女とも各

学年を通じて正規分布に近い形を保っていて，最

頻値は高学年になるにつれて2，3学年毎に高圧側

に移行している．

 男女の比較をすると，中学2年まではほぼ似通

表7 性別，学年別，最低血圧平均値

男  子 女  子

平副道 平判羅
61．1

T9．3

8．2 57．0 6．8
幼稚園

4才

T才 6．5 58．8 8．工

1年6才 58．1 8．1 60．9 10．3

2年7才 61．6 7．9 642 7．7

3年8オ 64．2 9．4 64．9 9．8

小学校

4年9才 65．7 10．3 64．4 10．8

5年10才 65．3 1Q．4 61．8 9．3

6年11才 65．2 10．7 66．8 9．9

1年12才 65．9 10．3 67．2 9．8中学校

2年13才 69．0 9．8 71．3 9．3，年、4才｝73．6

9．3 70．0 9．2

っているが，中学3年では，男子の分布が女子の

分布より高圧側に傾いている．

 2）性別，学年別，最高および最低血圧の平均

値（表6，7，図5）

 最高血圧は，男女ともほぼ学年と共に上昇して

いるが，男子では，小学2年より3年，中学1年

より2年，中学2年より3年と，それぞれ有意の

差をもって上昇しているが，女子では，小学3年

で一時高くなっているが，中学1年から2年にか

けて有意差で上昇し，中学3年ではむしろ減少の

傾向がみられる．

 男女の比較をすると，中学3年では，男子は有

意差をもって女子より高値を示す．

 最低血圧も，男女とも多少の凹凸はあるが，高

一642一
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表8 臥位より立位への最高」血圧の変動

幼 稚 園

馨熱変
  s

低 下 上

1小旗・・一・9＊
昇

三校’低学年．

学 高学年

中 学 校

合 計

229

469

524

789

2011

168 （73．4）

315 （67．2）

326 （62．2）

453 （57．4）

10N19＊・ 20以上＊ 20以上＊ 1小計
46 （20．1）

103 （22．0）

121 （23．1）

197 （25．0）

wtt62  6Tt．7  1－46t7一（7  wi．2

3 （ 1．3）

25 （ 5．3）

33 （ 6．3）

75 （ 9．5）

136 （ 6．8）

49 （21．4）

128 （27．3）

154 （29．4）

272 （34．5）

603 （30．0）

12 （ 5．2）

23 （ 4．9）

37 （ 7．1）

56 （ 7．1）

128 （ 6．4）

o

3 （ O．6）

7 （ 1．3）

8（ 1．0）

18 （ O．9）

12 （ 5．2）

26 （ 5．5）

44 （ 8．4）

64 （ 8．1）

146 （ 7．3）

＊”・一mmIJg， （ ） ．．．％

表9 臥位より立位への脈圧の変動

讐不変
狭 小 増 大

10ev14＊’ 1・5以上・1小計1・・一・4・1・5以上・1小計

幼稚園1229
雀校1瓢膿

中 金 校

合 計

789

201ユ

176 （76．9）

346 （73．8）

341 （65．1）

463 （58．6）

1326 （66．0）

25 （10．9）

65 （13．8）

13 （ 5．7）

29 （ 6．2）

78 （14．9） 1 40 （ 7．6）

38 （16．6）

94 （20．0）

118 （22．5）

10 （ 4．4） 1 5 （ 2．7）

2i，一i一41． S－s ）一’g一（1il．i5

43 （ 8．2） 22 （ 4．2）

i3’ 潤f一 ii61．’liE）’ P－i6g，一（Mt．7 lne2gg，M（ii6，一J25一．2 ldi， 一lil．’lli576 IMIii，liM（III．’l15

215g，一ii4，lgsn． j－iiS6L（一1；1．一65－o l－」lligt一（2ny4．2）i’一ili6，一（L6Tli5－6．3）iM 3．s）

15 （ 6．5）

29 （ 6．2）

65 （12．4）

88 （11．2）

197 （ 9．8）

＊・・一m｝llHg， （ ） … ％

9／o

teo

90

80

7，0

60

50

40

30

20

／0

■丁丁
圭tk雫

z

幼
琴珪

園

學尖
馨嬢
彦 年

中  成

学 炎
校 tJ
  2

図3 臥位より立位への最高血圧の変動

学年になるにつれて上昇している．

 3）姿勢による血圧の変動

 a）最高血圧の変動（表8，図3）

 臥位より立位になった時の最高血圧の変動が，

10皿皿Hg以内のものを「不変」，10mmHg以上最高血

圧が上昇または低下するものを，それぞれ「上

％
／00

90

80

70

60

50

40

30

20

／0

■丁丁
増  不  狭
大  変  小

   ・幼小小中成   稚  学  学  学  人

   園毯慧校黛
     学  学     ク
     耳    耳

図4 臥位より立位への脈圧の変動

昇」，「低下」と表わすと，幼稚園児では「不変」

が73．4％であったのが，高学年になるにつれて減

少し，中学生では57。4％になっている．

 一方「低下」は，幼稚園児で21．4％のものが，

年令と共に増加し，中学生で34 ． 5％oを示してい

る．「上昇」は各年令を通じて著変はない．
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 b）脈圧の変動（表9，図4）

 臥位より立位になった時，脈圧の変動が10mmHg

以内のものを「不変」，10皿mHg以上脈圧が狭小ま

たは増大するものを，それぞれ「狭小」， 「増

大」と表わすと，「不変」は，幼稚園児で76．9％

のものが，年令とともに減少し，中学では58．6％

である．一方「狭小」は，幼稚園児の16．6％から

中学生の30．2％と，年令と共に増加している．」

「増大」は各年令を通じて著変がない．

 4）高血圧の発見（表10）

 高血圧は，第1回測定時に男子23名，女子15名

を認め，男子は小学6年以上に，女子では小学1

年と4年以上にみられた．しかし，再検の結果，

男子では中学生のみの13名，女子では小学6年以

表10 高血圧の出現率（最高140㎜Hg又は最低90111mHg以上）

幼稚園

小

学

校

中

学
校

4才

5才

1年 6才
2年  7才

3年  8才

4年  9才

5年 10才

6年 11才

1年 12才

2年 13才

3年 14才

合 計

男 子

被検者数

66

60

85

70

91

71

91

97

150

139

174

1094

第 1 闘

詩％
o

o

o

o

o

o

o

1

2

4

16

23

o

o

o

o

o

o

o

1．0

1．3

2．9

9一．2

2．1

再 検

実数1％
o

o

o

o

o

o

o

o

2

1

10

13

o

o

o

o

o

o

o

o

1．3

O．7

6．3

1．2

女 子

被検者数
第 1 回

1実数 ％
40

63

68’lt

85

70

80

94

91

89

106

131

917

o

o

1

o

o

1

3

2

3

2

3

15

o

o

1．5

o

o

1．5

3．2

2．2

3．4

1．9

2．3

1．6

再 検

矧％
o

o

o

o

o

o

o

1

2

o

1

4

o

o

o

o

o

o

o

L1
5．9

o

O．4

O．4

表11 若年性高1血圧者の検：査成績

N・・1氏 名障1学剣年令匝圧mmHg i尿劇暑ソ1下図障伝関係
1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

A． 1．

N． A．

T． A・

N． K．

y． s・

T． W・

T． S・

s． o・

S． H．

Y． N．

y． e．

A． S．

K． K．

K． K．

S． N．

T． T．

K． H．

9
s
s

9
9
s
8
8
6

s
s
3
s
8
s

6

9

小6
中1
中1
中1

中1

中2
中3

中3
中3

中3

中3
中3
中3

中3
中3
中3

中3

11

12

12

12

12

13

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

148N 80

154・v 80

140・v 64

142N 80

140一一 90

140N 70

140・v so

140一一 68

150N 90

ユ40～ 94

142N 74

140一一 so

150－v 100

148tv 70

160nv 82

140rv 76

140一 76

正常

正常

左室肥大

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

正常

母：高血圧

r
父＝高血圧

父：高血圧

祖父＝高血圧

不   明

不  明

不   明

転   明

不   明

不   明

母＝高血圧
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表12 尿タンパクおよび尿糖検査成績
s

幼稚．1 4才

5才

被検者数

106

123

1年 6才 153

．学

小・年・才1・55
 13年8才 ・6・
4年 9才 ’151

尿タンパク陽性

第 1 回

実数1％
3 2．8

o o

2

1

1．3

0．6

校  5年10才
6年 11才

4 2．5

8 5．3

1ss 1 2 L1
188

中

学  2年！3才
校

1年 ユ2才 239

5

8

2．5

3．4

再 検

実釧％
3 2．8

o o

0

1

1

2

o

O．6

O．6

1．3

o o

3年 ！4才

249 33

305 31

e

3

0

1．3

11， 3 9 3．7

10．2 4 1．3

尿糖陽性
第 1 回

実 数

o

o

o

e／o

o

o

o

o o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

再 検

実剃％
o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

6

o

o

o

e o

o o

合 計

O．4 o

2．0

MtTl 1］；t 4．8 1 23 r2 1’一i O．4

o

o

o

o

o

表13 尿タンパク陽性者の検査成績

1・司氏名i閏学年才 器醜1一言ン正副㍊・巴大
11T・Al♂！幼

4 96tv45

2 i T． 1

3 1 H． M

4

5

S． T

Y． E
 う61  H．U
 ．7

8

9

ユ0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Y． Y

H． M

Y． A

T． U

u． s

E． S

H． 1

U． W

E． N

K． M

M． S

T． S

M． Y

T． H

T． N

M． M

T． Y

6・

6
幼

幼

4 90rv60

4 96N56

♀  小2 7 130N72

9

9
9
s

s

9

小3 8

小4
小4

9

中■

9

！2

104一一58

90一一56

中ユ

106N68

1ostv40

中1

12 10DN68

12 102rv70

十

十

十

＝u

8  中2  13

31中2113s

6
s
6
8

9
9

8

s

s

中2
中2
中2
中2
中2

中2
中2
中3

中3

13

13

13

13

13

13

13

14

14

中31
♀「中31

14

14

100一一65

100－60 」 一

112N68

1ユ8～78

120・一一80

104tv66

110一一70

110・v70

100－v80

116”一72

128N70

118N50

no一一70

十

十

十

十

一i－1一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

正

正
常1不 明
常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

赤血球
3－4 ISF

赤血球
多  数

正  常
正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

正  常

不  明

不  明

十

十

十
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上の4名にすぎなかった．

 これらの17例の検査成績は表11に示すように，

尿糖，尿タンパクは陰性で，心電図に左室肥大1

例をみとめた，遺伝関係では，5例に高血圧家族

がみられた．なお，下肢の血圧を測定したが，大

動脈縮窄を思わせる症例はみとめられなかった．

 5）尿検査（表12）

 a）尿タンパク； 尿タンパクは第1回では97

名（4．8％）に陽性老をみとめ，再検では23名（1．2

％）にみられ，幼稚園児3名（1．3％），小学生4

名（O．4％），中学生16名（2．0％）である．この

23名の検査成績は表13に表すように，高血圧を示

すものは1例もなく，尿沈瘡で2例に異常をみと

めた．扁排肥大は3例にみられた．

 b）尿糖； 尿糖は第1回で7名（0．4％）に陽

性老を認めたが，再検でe＊ 1名もみとめられなか

った．

        rv・考  按

 小・中学校生徒の血圧調査の報告は，相当みら

れるが，二，三の報告と比較すると図5の如くで
ある1“’4）．

 最高血圧は，本調査では男女とも小学6年目で

は吉田1）2）の埼玉県農村地区の報告より高値を示

ノηmHe

t30

120

血〃0

圧ノ00

値

90

80

70

60

50

＝署｝… ：二紙面灘：ll；

＿訓解鵬旺・

＿〆ク＝ご二1：＝ζ丁

   r－it一一rr5－Z－g一一g－T－rt234s6j23：．

   1→幼稚園1   小学校   卜→中学校←一1

図5 性別，学年別，最高血圧および最低血圧平均

  値（他報告との比較）

し，中学3年にな：るとほぼ同値となっている．諸

岡ら3）の都内女子中学生と比べると本調査は一致

しているが，井上ら4）の都内中学生（男子）は本

調査より中学1，2年では三値を示し，中学3年

では同程度である．すな：わち中学女子では，中学

1年から2年にかけて最：高血圧は上昇し，中学3

年になると殆んど変化を認めないのは他報告と同

様である．

 最低血圧は，本調査では男女とも他の報告より

高値を示している．

 これらの報告は，6～7年前に測定されたもの

であるが，血圧値は，体格5）6），測定の時期，方

法などによって変動するので，一概に比較できな

いが，中学女子の変動が一致することは興味深い

ものである．諸岡ら7）は，女子中学生の血圧の変

化が，初潮と関係があるのではないかと考え，統

計的処理を行なっているが，初潮と血圧の相関

は，身長や体重などの体位の影響のあらわれであ

ると述べている．著者らにおいては，初潮と血圧

の統計的処理は行なっていないが，この血圧の上

昇は，中学！年より2年にかけて発育が盛んで，

中学3年では一応完成されるのであろうと思われ

る．

 姿勢による血圧の変動で，臥位より立位になっ

た時，最高血圧の変動が年令とともに，「不変」

が減少し，「低下」が増加しているが，これを本

内科入院Dock患者の血圧の変動と比較すると図

3の如くで，成人では「不変」が更に減少し53

％，「低下」は増加して43．2％になっている．

 臥位より立位になった時，脈圧の変動は年令と

ともに「不変」が減少し，「狭小」が増加してい

るが，これをD・ck入院者と比較したのは図4で

ある．成人では「不変」が更に減少して58．4％，

「狭小」が増加して33，8％となっている．

 小・中学生徒の姿勢による血圧の変動の統計的

な報告は，あまりみられないが，Currens8）が18

～55才の男女1000例について臥位より立位になっ

た時の最高血圧の変動は，「上昇」3．7％，「低

下」32．8％，「不変」63％と報告している．

 姿勢による血圧の調節は，種々の血圧調節機構
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9）の作用によって行なわれている．本調査で年令

とともに血圧の変動の割合が変っているのは，原

因はわからないが，血圧調節機構に相違があるの

ではないかと考えられる．

 若年老の高血圧が出現する頻度は，堺ら10）は小

学4年から現われ，年令と共に増加し，小学6年

で女子に3％，男子に1％であると報告してい

る．当教室において先に，5才～30才までの3810

名の血圧を調査した時に，12才以下には高血圧を

みとめなかった11）．

 今回の調査では，初回に男子は小学6年に1

％，女子は小学1年の！名を除くと，小学4年よ

り高血圧が現われ，小学6年で2．2％にみられ

た．但し再検時には，女子では小学6年に1．1％

みられ，男子では小学生にはみられず，中学1年

に1．3％みられた．また小中学生徒の血圧は変動

が著明であるので，高血圧を決定するには慎重を

期さねぽならない．

 若年者の高血圧の中には，いわゆる本態性高血

圧が若年より始まったと考えられるものと，原疾

患が存在する場合があり，浅野ら12）は35才以下の

若年者高血圧200例のうち，検査の結果， 164例

は前者で，36例が後者であり，そのうち29例（80

％）は腎疾患と関露があると述べている．著者ら

の17例では，尿タンパク陽性のものは1例もなか

った．しかし種々の検査を施行していないので，

これが将来，本態性高血圧に移行するものである

か否かについて問題があり，興味深いことと思わ

れるので，更に今後検討してみたい．

      V・総括および結語

 若年者の高血圧の発見および原疾患を追究する

目的で，小・中学校生徒2011名の血圧，尿の検査

を行ない，次の結果を得た．

 1）性別，学年別最高血圧および最低血圧の分
布．

 最高，最低血圧ともにその分布は，男女とも学

年によって著しい相違はない．最頻値は高学年に

なるにつれて高圧側に傾いている．

 2）性別，学年別最高血圧および最低血圧の平

均値．

 最高血圧は男女とも学年と共に上昇しているが

 ，男子では，中学1年より2年，3年にかけて

それぞれ有意差にて上昇しているが，女子では，

中学1年から2年にかけて有意に上昇している

が，中学3年では不変である．

 3）姿勢こよる血圧の変動

 臥位より立位になった時，最：高血圧および脈圧

の変動をみると，「不変」であるものは高学年に

なるに従って減少し，最高血圧が「低下」するも

の，および脈圧が「狭小」するものは，学年とと

もに増加している．

 4） 高血圧の発見

 高血圧は，男子では中学1年，女子では小学6

年以上にみられた．これらには尿タンパク陽性の

ものは1例もなかった．

 これが将来，本態性高血圧に移行するか否かに

ついては問題があり，興味深いと思われる．

 稿を終るにあたって，この調査の一部は新宿区学校医

会および高橋胤文医師の御好意により行なったもので

あることを付記する．

 （本稿の要旨は，東京女子医科大学学会第137回例会

において発表した．）
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